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V

ク
ラ
ス
^
T

キ
ン『

著
チ
ュ
ル
ゴ
オ
，及
び
怫
隙
西
、ア
シ
シ
ア
ン
•
レ
ジ
ー
ム』

4

ー
三
0 

3
七
四)

然
し
な
が
ら
V
着
荠
デ
ー
キ
ン
氏
の
言
ふ
が
如
く
>>
チ
ュ
ル
ゴ
ォ
の
坐
涯
及
び
施
政
•に
關
す
る
何
等
の
包
括
的
硏
究
も
過
去
四
十
年 

間
を
通
じ
て
英
語
を
以
つ
て
發
表
せ
ら
る
S
こ
と
.が
-な
か
つ
た
？
而
し
て
第
十
九
世
紀
に
於
い
て
公
に
せ
ら
れ
た
彼
れ
に
關
す
る
英
語 

文
献
中
.に
は
事
實
上
今
R
に
於
い
て
大
な
る
價
値
あ
り
，，と
着
®
さ
る
、
も
の
は
错
無
で
あ
る
0
英
語
令」

以
，つ
て
草
せ
ら
れ
‘た
チ
ュ
ル
ゴ 

オ
に
關
す
る
著
作
中
に
在
つ
て
嶄
然
と
し
て
頭
/0
を
杣
ん
ず
る
も
の
は
、
前
揭
ス
チ
ー
ヴ
ン
’ズ(

名
* W

a
l
k
e
r

 

S
t
e
p
h
e
n
s
)

の
一
千
八
百 

九
十
五
年
の
藩
で
あ
る
。
而
も
"
此
の
書
は
"
デ
，1
キ
ン
氏
を
以
つ
て
觀
れ
ば
，
W '
政
總
監
と
.し
て
の
チ
ュ
ル
ゴ
オ
の
坐
_
及
び
施
政 

に
關
す
る
限
り
に
於
い
て
は
、
虫
と
し
て
ー
>
 
八
、开
七
十
七
年
に
现
Iれたフォンサンハ

p, 

F
o
n
c
i
n
)

の
著
に
悲
け
る
も
の
で
あ
つ
て
、 

這
般
の
典
據
ょ
り
し
て
、
そ
は
多
數
の
不
1K
確
を
W
现
せ
し
め
て
ゐ
る
の
み
な
ら
ず
、
本
書
を
じ
て
更
ら
に
時
代
後
れ
の
も
の
た
ら
し 

む
る
所
以
の
も
の
‘は
、
兆
の
記
述
せ
ら
れ
た
立
脚
地
，
即
ち
第
+
九
泄
，紀
の
，自
山
主
義
敦
が
其
の
信
條
の
創
唱
背
の
一
人
に
對
す
る
# 

&

の
興
れ
で
.あ
る
。(

デ
ー
キ
ン
氏
が
フ
ォ
ン
サ
シ
.の
：Es

s
a
’i、

sur.le 

ministdre 

d
e

 

T
u
r
g
o
t

出
版
の
年
を
，
千
八
百
八
十
七
年
と 

紅
せ
る
は
恐
ら
く
一
千
八
百
七
十
七
年
の
誤
記
で
あ
ら
ぅ〕

。

ス
チ
ー
ヴ
ン
ズ
の
著
は
又
、
チ
ュ
ル
ゴ
オ
時
代
の
政
治
、
行
政
及
び
經
濟 

史
を
m
純
化
す
る
の
傾
向
あ
•る
も
の
で
あ
る
。(

D
a
k
F

卩
く0

。

第

ニ

七

世

紀

を

通

じ

て

^

ュ
へ
ル̂
ネ
ひ
坐
赌
ポ
沃
事
業
に
關
す
务
知
識
は
著
し
く
增
大
し
ノ
而
し
て
、
挪
國
大
革
命
以
前
の
政
體
.に 

關
す
る
文
献
の
現
る
、
こ
と
頗
る
多
く•

爲
め
に
新
た
な
.る
傅
記
の
背
景
は
必
然
舊
硏
究
の
其
れ
と
は
別
简
の
•形
狀
を
取
ら
な
け
れ
ば 

な
ら
な
が
つ
.た
。
现
世
紀
は
又
>
チ
ュ
ル
ゴ
オ
の
著
作
集
の
新
版
を
菩
人
に
與
へ
た
。
'
菇
れ
迄
行
は
れ
て
焐
つ
た
デ
ュ
•
ポ
ン
•
ゾ

•
ヌ

ム
 

I

V (
D
u

 

P
o
n
t

 

d
e

 

N
e
m
o
u
r
s
)

犏
一
千
八
百
0
八—

十

1

年
版 

C
E
U
V

S々 
d
e

 

M
,

 

T
u
r
g
o
t
,

 

P
r
€
c
6
d
^
s

 

et 

a
c
c
o
m
p
a
g
n

s's 

d
e

 

日 6m
o
i
l
^
s

 

et 

d
e

 notes s
ur 

sa 

vie, 

s
o
n

 administration 

et ses: o
u
v
f
a
g
e
s
.

九
卷
並
び
，に
デ
ィ
，ル
及
、认
デ
ュ
ッ
サ
ー
ル(

E
u
g
s
n
e

 

D
a
i
r
e

 

et 

H
i
p
p
.

 

D
u
s
s
a
r
d
)

の
ー
千
八
^
四
.十
四
部
新
版
0
§
3

5
0.
0 

4
目
的
0
ぐ

.
5专
&

?
故
1ュ
§
,
2
^
<
:

les 

notes 

d
e

 

M
.

D
u

 

P
o
n
t
； 

de. 

N
e
m
o
u
r
s
,

 '
a
u
g
m
e
n
t
6
e

cu
rt
>
lf&
^
H
e
s

 

.in6dite 
叫
s.
p
H
g
o
g
&.
w
e
. 

.

pi
l
m
e
.
. 

notice 

.sur la- 
vie 

et .les, :
o
u
v
r
a
g

<T>s 

_
 de. 

Turgot.. (COIlectio

p-des 

p
r
i
n
a
p
a
u
x

 6
c
s
o
m
istes,, T

o
m
e

 

3
I
4
.
.
V
1

ー
卷
の
外
に
シ
ェ
ル
へ G

u
s
t
a

<J-e 

schelle〕

蝙
ー
千
九
百
十 

三
^

―

ニ
^

三
年
版 C

E
u
v
r
e
s

 

d
e

 _,Turgx>t 

et 

D
o
c
u
m
e
n
t
s
J
e

 

C
o
n
c
e
r
n
a
n
t

 

a
v
e
c

 

Biographie. et. N
o
t
e
s
,

.

.五
卷
を
加
.へ
た
こ
と
が 

赴
れ
で
あ
る
。
此
の
全
集
は
少
數
の
if
簡
を
除
い
て
は
、
殆
ん
ど
全
ぐ
遺
漏
な
き
も
の
で
あ
っ
た
。
是
に
於
い
て
乎
、
本
書
の
费
漭
の 

祺
業
は
、
本
源
的
に
資
料
を
蒐
集
す
る
ょ
り
も
、
寧
ろ
茜
し
く
論
银
あ
る
尨
大
な
る
文
献
を
研
究
し
、
而
し
て
チ
ュ
ル
ゴ
オ
の
經
歷
と 

其
の
生
存
せ
る
時
代
に
關
し
て
自
己
の
解
釋
を
與
へ
ん
と
す
；
に
在
っ
た
の
で
I
る
。(ibidL, 

P, 

^
0
0 

'

著
#
は
ア
ン
シ
ア
ン

*
レ
ジ
ー
ム
の
全
史
に
對
し
て
多
，犬
な
る
注
意
を
柳
つ
た
。
藍
し
、
斯
く
の
如
き
は
、
諸
傅
記
に
於
い
て
常
に
見 

*
る
ょ
り
も
觅
ら
に
詳
密
に
其
の
人
物
の
時
代
の
經
濟
及
び
行
政
史
の
一
记
方
餌
池
び
に
其
の
涊
想
及
び
政
治
觀
の
一
宛
形
相
を
も
亦
叙 

述
す
る
こ
と
な
く
し
て
、
チ
ュ
ル
ゴ
オ
の
行
は
ん
こ
と
を
企
！1

し
、
成
就
し
、
而
し
て
失
敗
せ
る
所
の
‘も
の
、
並
び
に
彼
れ
の
失
敗
の 

理
由
如
何
を
正
確
に
物
語
る
こ
と
；̂
不
可
能
で
あ
る
と
云
ふ
信
念
に
.张
け
る
も
の
で
あ
る
？
彼
れ
は
又
、
チ
ュ
ル
ゴ
オ
が
實
際
に
企
阖 

し

た

る

，
所

の

も

の

1

明
由
に
定
限
す
る
が
爲
め
に
、、
彼
れ
の
企
！I

せ
ざ
り
し
所
の
も
の
を
嚴
正
に
說
明
せ
ん
こ
と
•を
期
し
た
。
著
者
は 

.斯
く
の
如
き
目
的
を
達
成
す
名
が
爲
め
に
、
.チ
ュ
ル
ゴ
オ
の
生
涯
及
び
事
業
の
一
般
的
環
境
に
對
し
て
多
く
の
紙
面
を
割
く
こ
と
を
必 

要
な
ら
し
め
ら
れ
た
。(ibid., 

p. 

v
i
.

)

o 
.
.
.
.
.
.
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デ
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セ
夫
人(

M
m
e

 

D
u

 

ffiausset〕

の

ョ

ぎ

&

双
中
.に
傅
へ
、ら
れ
た
ヴ
-
ル
サ
ィ
ユ
宮
殿
.の
中
二
階
に
居
住
せ
る 

si
農
學
派
の
中
心
人
物
フ
ラ
ン
ス
ヮ
*
ヶ
ネ
ー
の
圯
餒
#

に
於
け
る
葙
き
參
事
院
議
官
補
チ
ュ
ル
ざ
ホ
の
國
王
論
に
维
を
起
し
、
幾
世
代 

間
、
チ
ュ
ル
ゴ
オ
，家
が
王
政
と
の
連
結
特
に
緊
密
な
る
家
族
の
一
團
に
‘風
し
た
る
こ
と
を
述
べ
、

一
千
七
百
二
十
七
年
五
月
十
R
に
於

/

ダ

グ

ラ

ス

•
デ

！

キ

ン

著
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チ

ュ
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V
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西
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ダ
グ
ラ
ス
*
ア'丨
キ
ン
著『

チ「

ル
ゴ
ホ
及
び
佛
韻
西
ア
ソ
シ
ア
，ン
*
レ
ジ
！
ム』 

.|

三
ニ 

(

二
七
六)

け
、る
彼
れ
の
坐
誕
ょ
り
&-
ハ
十
一
苹
八
月
八
日
の
縣
令
任
命
に
至
る
迄
を
第
ー
萆
に
於
い
て
述
べ
る
。
此
の
時
期
の
記
述
小
>、
先
づ
經
_ 

濟
思
想
史
の
硏
究
笤
の
注
意
を
惹
く
は
、

一
千
七
西
、四
十
九
年
四
月
七
日
附
巴
俚
發
シ
セ
師(

>
o*
g 

&
 n

s

宛
の
長
文
ぬ
書
翰
に 

關
す
る
も
の
で
あ
ら
ぅ
。

JI
f
c
l
o寄
翰
は
一
千
七
百
二
十
年
五
月
一
一
十一

日
の
有
名
な
る
布
街
發
布
の
數
日
前
、
か
.の
ジ®

ン
•
ロ
ー
の 

紙
胳
發
行
の
政
策
を
擁
譴
せ
る
佛
蘭
西
學
士
會
員
テ
ラ
ソ
ン
師(

v

s T
e
r
r
a
s
s
o
n
)

の
公
に
せ
る
小
册
子
を
排
■
す
る
が
爲
め
に
草
せ 

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
o (
s

-f
p
. 

l
p

)

。

。

-

重
農
擧
派
D
人

，
々

が

其

の

學

：祖

ゲ

、
不

.丨

.の
經
濟
理
論
を
聽
く
が
爲
め
に
彼
れ
の
宿
室
に
尨
規
钠
に
集
合
し
始
茗
の
も
此
の
時
期
、
へ
 

即
ち
一
千
七
百
五
十
七
带
以
後
の
こ
と
で
'あ
つ
た
。
チ
ュ
ル
ゴ
オ
ば
此
處
に
批
評
的
な
る
態
度
を
以
つ
て
ヶ
ネ
ー
の
意
見
に
熱
心
に
邛 

を
倾
け
た
。
彼
れ
は
又
、
此
處
に
蒞
き
バ
ッ
ク
ル
1
公
爵
の
’肺
傅
と
し
て
初
め
て
巴
里
を
訪
れ
た
ア
ダ
ム
•
ス
ミ
ス
と
會
談
し
、
此
の
蘇 

蘭
&
學
敦
と
意
見
を
交
換
し
て
典
0
知
識
的
能
カ
に
ょ
つ
て
.深
き
感
銘
を
受
け
た
と
宕
は
れ
て
ゐ
る
0
チ
ュ
ル
ゴ
オ
は
又
、
ソ
ル
ボ
ン 

,

ヌ
大
學
を
出
.で
、
後
幾
許
も
な
く
"
後
年
デ
r

ボ
ン
に
ょ
つ
て
、
ヶ
ネ
1
と
併
ん
で
重
農
學
派
の
ニ
始
祖
の
一
人
と
稱
せ
ら
る
、
に
至 

つ
た
*ッ
*
グ

ー

ル

ネ

A
J
e
a
n

 

C
l
a
u
d
e

 

M
a
r
i
e

 

s
n
c
e
n
t

 
d
e
'
.
G
O
U
m
a
y
〕

と
相
識
る
に
至
つ
.た
。
グ
ー
ル
ネ
1
は
當
時
±
業
檢
茶
官
で 

あ
つ
たo

グ
ー

ル
ネ
ー

は
深
き
愛
情
を
チ
ュ
ル
ゴ
オ
に
寄
せ
、
•栩
衆
は
多
く
の
時
間
を
經
濟
問
題
の
論
議
に
赀
し
た
。

一
千
七
百
五
十 

三
年
ょ
り
六
苹
に
亙
っ
で
、
彼
れ
が
公
務
上
ブ
ル
ゴ
ォ
，

.
t

ュ
其
の
他
の
諸
縣
の
齒
エ
業
視
察
に
從
事
せ
る
時
、
彼
れ
は
非
公
式
の
資
格 

に
於
い
て
彼
れ
に
同
伴
す
可
き
旨
を
チ
-
ュ
ル

ゴ

オ
忙
求
め
た
。
斯
く

し

て

、

約
三
個
年
問
、
チ
ュ
ル
ゴ
オ
は
グ
ー

ル
ネ
ー

を
助
け
て
商 

.
工
業
.の
狀
態
を
調
森
し
、H

業

者

及

び

商

人

の

，
不

平

を

_

^
た
デ
此
の
間
：に
獲
得
せ
る
經
驗
は
あ
ら
ゅ
る
方
面
に
於
ゃ
て
極
.め
て
貴
重 

な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
後
に
、
彼
れ
が
ヶ
ネ
ー
の
‘一
黨
を
屢
々
訪
る
、
に
至
つ
た
時
、
彼
^

^
ヶ
ネ
ー
の
不
條
理
の
多
く
わ
囘
避
し
、 

堅
芈
な
る
祺
實
の
i

上
に
經
濟
理
論
を
独
設
す
る
の
手
段
を
取
得
し
て
•居
つ
た
。
，洵
に
ケ
ネ
ー
の
一
派
は
工
業
の
問
題
を
等
閑
に
付

す
る
こ

と

餘

0
.に
麗
々
な
る
の
嫌
ひ
あ
る
も
の
で
あ
，0
た
0
歸

還

後

幾

許

，な

ら

ず

し

て

、

グ

ー

•ル
.ネ
t
は
病
に
臥
し
、
長
く
.病
苦
と
._

.
へ

る

後

、

一

千

七

百

五

十

九

年

を

以

つ

て

歿

し

た

。

マ

ル

モ

ン

ト

ル

，(

皆

M
a

r

日o
n
t
e
l
)

は

グ

ー

.ル

ネ

ー

の

傅

記

を

草

せ

ん

こ

と

を

欲
 

し

、

チ

ュ

ル

ゴ

オ

に

求

む

る

に

其

の

師

の

業
I績

及

び

5
^
1
2

に

關

す

る

覺

書

を

草

せ

ん

こ

と

を

以

っ

て

し

た

。

數

日

の

後

、

チ

ュ

ル

ゴ

オ 

广
1

め

に

應

じ

て

ぃ

狨

れ

が

其

の

八

餘

粜

に

苴

机

る

交

際

の

間

に

グ

ー

(

ル
：ネ

ー「

ょ
.り

聽

け

る

自

由

貿

易

論

を

簡

瓴

明

瞭

に

說

明

せ

る

經
 

濟

論

篇

を

萆

し

た
'0
赴

れ

即

ち
一

千

八

百

〇

八

年

に

デ

r

ポ

ン

が

G
o

u
r

n
a

y
.

の

齒

下

に

出

版

せ

る

所

の

も

の

で

あ

る

。

著

客

デ

ー

キ

ン

氏

は

、
此

の

费

を

以

っ

て

、
彼

れ

が
一

千

七

^

ハ
十
六
、年

、
跺

し

く

起

稿

せ

る

短

論

篇R
s
e
x
i
o
n
s

 

s
u
r

 la 

f
o
r
m
a
t
i
o
n

 

et 

la 

distribution 

d
es r

i
c
h
e
s
s
e
s
.

と

共

に

、

チ

ュ

ル

ゴ

オ

<D
經

濟

理

論

の

‘一 .

般

的

概

略

^ :
供

す

る

も

の

と

做

し

、

而

し

.，て

後

著

は
 

彼

れ

が

一

千

七

百

五

十

九

年

に

於

い

て

把

持

せ

る

想

念

の

上

に

何

等

の

獾

步

、

何

等

の

變

化

を

も

劃

す

る

も

の

に

非

ず

と

贩

て

ゐ

る

。 

「

彼

れ

は

恰

も

七

尔

後

に

於

け

る

と

等

し

く

此

の

年

に

於

い

て

も

同

じ

く

迅

速

に

『

省

察

』

を

萆

す

る

こ

と

が

出

來

た

で

あ

ら

ぅ

。

加

之

• 

处

れ

等

論

篇

の

孰

れ

に

於

い

て

も

、

彼

れ

は

共

の

意

見

の

‘全

範

圍

を

表

明

し

っ

ゝ

あ

る

も

の

で

は

な

か

っ

た

。

『

追

悼

の

辭

』

に

於

い

て 

は

、

彼

れ

ば

單

に

グ

ー

ル

ネ

ー

の

敎

旨

の

精

彩

あ

る

要

略

を

與

•へ

つ

、

あ

る

に

過

ぎ

ず

、『

翁

察

1

に

於

私

て

は

一

百

項

の

範

阚

內

に

於
 

い

て

、

彼

れ

杖

啻

だ

に

軍

純

な

る

敎

科

書

を

草

し

っ

、
あ

っ

た

に

過

ぎ

な

か

っ

た

。

此

の

些

細

な

る

努

力

が

金

歐

洲

の

評

判

と

爲

っ

た
 

時

、

彼

れ

は

事

の

意

外

に

茜

し

ぐ

驚

か

さ

れ

た

%

1

.

.P* 

5

0

0著
者

は

又

、

チ

ュ

ル

ゴ

オ

が

此

の

時

期

に

於

い

て

.
タ

ッ

ヵ

ー 

(
T

o.siah. T
ucker. 

ノ
の^

g
£
0otions ■ on. 

the .
E
x
p
e
d
i
e
n
c
y

 .of 

a, 

L
a
w
、fo,r the 

_
 .Naturalization, o

f

 Foreign. _p^testants, 

1
7
5
1
*

 

2
.

を

翻

譯

し

て

之

れ

に
；！；8

釋

を

.1
し

* Q
u
e
s
t
i
o
n
s

 

i

日portantes. sur 

le.

C
o日m

e
*
r
c

«p,l7
5

 5
.

と

題

し

て

公

に

せ

る

旨

を

記

す

こ

と
 

を

忘

れ

て

ゐ

な

い

。(ibid,, 

p. 

1
9
0
0

 

’ 

、
 

‘

H 

<

ダ
グ
ラ
ス

•
-デ
1

キ
ン
著『

チ
办
ル
ゴ
ォ
及
び
佛
藺
西
-
ア
ン
シ
ア
ン
•
レ
ジ
ー
ム』

 

1

三

三

.

(

ニ
七
七)



ダ
4么
ラ
ス
*
ア
|
.キ
ン
眾『

チ
ユ
ル
ゴ
オ
展
び
^

^
西アンシアン

#,
レ
，ジ
1
ム』

.

.

ニ

 I!

四

0
1

七
八〕

次
い
，で
、
帮
荠
は
、
チ
，=(
.
ル
ゴ
ォ
の
リ
モ
ー
デ

4
に
於
け
る
施
政
に
於
い
て
、
縣
令
統
治
組
織
の
例
證
を
*
出
し
、
二
地
方
に
於
い 

•て
現
實
に
作
/|
1
し
0

^
あ
る
佛
國
官
僚
政
治
、
他
の
制
度
に
ょ
つ
て
絕
ぇ
ず
破
毀
せ
ら
る
、
其
の
努
力
及
び
財
政
機
關
の
運
轉
を
注
視 

し
、
.而
し
て
又
、
明
か
に
.多
く
0

も

0

に

比

し

て

進

歩

遲

く

且

.
つ

窮

泛

.
サ

る

も

の

で

は

あ

る

が、
.而

も

猶

.
ほ

怫

蘭

西

の

大

部

分

Q
.

可
な
.
 

り
に
典
遡
的
な
る一
將
姝
地
方
に
於
け
る
經
濟
狀
態
を
硏
究
し
て
政
治
上
の
問
題
に
關
す
る
一
定
の
觀
念
を
摘
取
せ
ん
と
す
る
。
BI
ら 

に
、
藏
相
と
し
て
の
チ
ュ
ル
ゴ
オ
に
就
い
て
物
語
る
に
及
ん
で
、
，著
者
は
中
*
官
僚
政
治
の
作
^
を
檢
討
し
、
而
し
て
北
ハ
の
時
代
の
政 

治
觀
と
の
_

係

ば

於

げ

备

這

般
0
政
治
ず
即
か
パ
苠
廷
_
於
げ
を
黨
派
的
_
#
严
國
丑
土 

に
：土
國
の
施
政
に
變
化
を
坐
ぜ
し
め
ん
と
す
る
共
'の
時
代
の
自
由
主
義
辤
の
努
力
を
觀
ん
と
す
る
。

チ
ュ
ル
ゴ

オ
は
第
十
八
世
紀
に
於
け
る
怫
s i

西
の
諸
制
度
が
完
全
な
る
0
然
法
M

を
表
明
せ
る
の
事
實
を
發
見
し
て
非
常
な
る
驚 

き
に
打
た
れ
た
。
殊
に
彼
れ
は
賞
時
行
は
れ
つ
、
あ
■る
經
濟
制
度
を
慨
歎
し
た
。
彼
れ
は
其
の
同
時
代
の
人
々
ょ
り
も
遙
か
に
ヵ
强
く
*
 

商
業
规
制
と
過
度
の
租
税
負
擔
が
相
合
、し
て
遍
く
王
國
を
通
じ
て
资
本
の
至
要
な
る
流
動
を
制
限
す
る
の
’事
實
を
體
得
し
た
。
斯
く
の 

如
き
は
彼
れ
の
最
著
名
な
ろ
著
作『

猶
察J

の
主
要
テ
ー
マ
で
あ
る
。(ibid., 

p
,

 

2
0 0

7
0。
是
に
於
い
.て
平
、
著
‘者
は
此
の
書
を
中
心
と
し 

て
チ
ュ
ル
ゴ
ォ
の
經
濟
思
想
を
仔
細
に
解
說
す
る
。
彼
れ
を
以
つ
て
觀
れ
ば
.、
チ
ュ
ル
ゴ
オ
の
經
濟
思
想
は
豫
言
た
る
ょ
り
も
旗
ぇ
彼 

れ
の
時
代
作
經
濟
狀
態
の
透
徹
せ
る
分
析
で
あ
つ
た
、
斯
く
て
又
，
彼
れ
.の
提
案
は
本
質
的
に
、
彼
れ
の
診
斷
せ/

る
經
濟
的
榈
疾
に
対 

す
る
料
療
法
で
あ
つ
た
。『

省
察』

は
彼
れ
の
.改
、率
案
の
迤
繳
た
る
ニ
原
理
を
宣
明
す
る
。
第
一
に
、
土
地
は
富
の
單
ー
の
枭
源
で
あ
り
、
 

笫
二
に
、
繁
榮
な
る
經
濟
は
資
本
の
無
拘
艰
な
る
流
動
に
依
存
す
る
と
做
す
も
の
が
即
ち
楚
れ
で
あ
る
。
本
質
上
彼
れ
が
踅
農
學
派
と 

典
有
す
る
4
}、れ
等
0
敎
義
ょ
り
立
論
し
て
、
彼
れ
は
怫
國
の
財
政
制
度
に
對
す
る
激
烈
な
る
攻
擊
を
開
始
す
る
。
彼
れ
は
細
目
に
於
い 

て
は
ヶ
ネ
ー
の
敎
規
に
饽
る
所
あ
る
も
、
而
も
彼
れ
は
非
の
公
文
書
に
於
い
て
あ
ら
ゅ
る
機
會
に
乘
じ
て
茁
農
主
義
的
敎
義
を
普
及
せ

-0

し
め
、
土
地
財
産
の
所
有
S

課
せ
ら
れ
た
る
單
一
賢
■主
張
し
た
。(

I

-
マ

2
9
5
-
2
9
6
0
0

 

'

,

f
キ
ン
氏
は
、
後
世
の
學
說
に
照
し
て
讓
主
義
的
理
論
美
討
す
る
，の
擧
が
實
際
に
於
い
て
無
用
の
業
た
る
に
枸
ら
ず
、
而
も 

的
ほ
、
足
れ
迄
に
■

々
行
は
れ
た
が
爲
め
に
、
種
々
な
る
誤
解
を
生
じ
た
る
の
賽
を
注
意
し
ベ
ゐ
る
。
例

へ

ば

k
農
學
派
が
富
を 

勿•！
：；

的

物

平

と

泥

同

し

、

M

fl
f
iを
坐
_

と
混
同
す
る
と
做
す
七
ッ
グ
ズ(

ば
.

)

の
評
言
の
如
き
は
嚴
密
に
言
つ
て
-眞
で
は
な

い

。
，
例

外

欠

く

、
，
：

.，
重

螌
_
胬

を

，
窗

が
•
質

梅

：
補̂

 

、

の

時

、
‘

t
の
價
俯
备
加
す
る
こ
と
'

 

並
び
に
、

一
貨
物——

例
へ
ば
*

 

S

術
品
*
^

~

は
其
の
中
に
含
藉
せ
ら
る
、
物
S

共
れ
と
金
然
於
衡 

す

老

と

Q

な
い
®

 
f

有
す
t

#
可
I

I

霞

し

た

。
彼
れ
等
は
又
、
ヒ
ッV

K
G

想
像
す
る
が
如
く 
•

也

醒

I

に

原
, 

料
の
憤
格
に
よ
り
，
又
、
其Q

上
に
加
ヱ
す
る
職
人
よ
つ
て
の
み
決
定
せ
ら
る
、こと

I

張
す
f

の
で
も
な
か
つ
た
。

一
管
彼
れ
等
は
I

s

祭

他

§

素

芏

に

も

ー

資

本

利

思

義

及

S

幣

菡

子

Q

上

に

も

ー

亦

、
依
存
す
t

と
•

 
'

 

'

•.
'
.'■
:
-
並̂

に

賛

銀

は

坐

存

賢
.^
^-
-
つ

て0
み
な
^:
-^
'.
.

-

'

m

::
«
w

義
.

パ
背
等
は「

價
値
-

」

な
る
名
辭
をp

個
の
相
異
れ
る
意
味
に
使
用
し
た
。
狹
義
笮
於
い
て
'は
、
彼
れ
等
は
是
れ
に
甶
つ
て一

貨
物
が
市
場
に 

於
い
て
資
ら
る
可
き
價
f

意
味
し
、
顶
し
て
彼
れ
等
は
大
體
に
於
い
て
限
界
價
値
の
理
論
を
豫
示
し
.た
が
、
而
も
彼
れ
等
は
遂
に
之 

れ
を
大
成
す
る
こ
と
な
く
し
て
終
つ
，た
。
籠

に

於

い

て

は

*
此
客
辭
は
單
一
‘な
る
語
中
,
よ
く
包
含
せ
し
め
ら
る
さ
と
を
f
 

る
也
の
意
味
を
有
す
る
。
彼
れ
等
於
價
値
ぁ
る
V
の
と
し
て
货
物
及
I

黎

M
々
f

際
に
は
、
彼
れ
等
は
其
の
市
場
價
格
又
は
其
•
 

の
時
衝
を
意
味
せ
木
し
て
、
國
富
增
•加
に
於
け
る
許
の
'，役
割
を
意
味
す
る
。
例
へ
ば
、

一
の
藝
術
括
は
高
き
交
換
慣
値
を
有
す
る
こ
と 

'

•

を
得
可
き
で
は
ぁ
る
が
、
而
も
、
そ
が
國
外
に
於
い
て
寶
却
せ
ら
れ
、
斯
1<
し
て
取
得
せ
ら
れ
た
る
貨
幣
が
原
料
品
'

 

道
具
若
し
く
は 

,

其
れ
以
上
の
富
の
坐
產
を
闩
的
と
，す
^
資
本
に
投
人
：せ
ら
る
.

>

^

非
ざ
れ
ば
？
^
^

何
等
の「

^

 

'
 

,

丨
ダ
グ
ラ
ス
•デ
一
キ
ン
著『

チ
ュ
ル
ゴ
オ
及
び
佛
蘭
西
ア
シ
2/
ア
ン
.
レ
ジー

ム』

I

r

s

 

(
U

七
.

^

) 

•



y
* 

: 

l

s
ハ 

s
 
八 6

)
可
き
で
あ
る
。
又
、
重
農
主
義
#
が
T
:業
?:
以
つ
て「

不
生
產
奶」

で
あ
る
と
言
ふ
の
時
*
彼
れ
は
職
人
及
び
エ
匠
が
國
富
の
生
產
に
金
-
 

然
參
加
す
る
，こ
^
な
き
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
否
、
寧
.ろ
霞
れ
は
彼
れ
等
ガ
三
重
の
過
程
に
於
い
て
之
れ
に
實
献
す
る
こ
と
を 

.認
め
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
* 

.第I

に
、
彼
れ
等
が
繁
哗
な
る
農
業
を
維
持
す
る
.に
必
要
な
る
需
要
を
創
造
す
：る
農
產
物
の
消
費
者
と 

し
て
、
第
二
に
、
彼
れ
等
は
其
の
製
作
す
る
职
料
に
對
し
て
資
本
と
し
て
の
價
値
を
與
ふ
る
が
；̂
に
、
彼
れ
等
は
創
造
的
な
る
坐
產
蕃 

と
し
て
、
而
し
て
最
後
に
、
經
濟
生
活
王
肝
务
な
る
任
统
を
遂
行
す
る
に
由
つ
て
、
彼
れ
等
は
農
業
家
を
し
て
典
の
全
時
間
を
擧
げ
て 

彼
れ
の
農
場
に
對
す
る
：蹇

に

捧

ぐ

i

得
せ
し
む
る
に
依
'つ
て
I

る
。H

眩

及

び

職

人

の

，
勞

働

は

.

彼

れ

等

が

富

を

蓄

镇

す

る

臂
 

初
の
過
程
.に
於
い
て
、
即
ち
大
地
よ
り
原
料
品
を
抽
出
す
る
に
於
い
て
、
：毫
も
參
加
す
る
こ
と
が
な
か
つ
た
と
^
ふ
意
味
に
冷
い
て
 ̂

み
不
生
產
的
で
あ
つ
た
'-©(ibid., 

p
p
.

O1
0
1
-
3
0
2

.

〕

。

.

吾
ス
は
本
書
の)

_

が

雾

.の

論

述

美

ふ

隹

^

^
其

の

，
典

據

を
.重
農
主
義
者
d
本
源
的
文
献
に
よ
つ
て
明
示
す
る
こ
と
な
か
り 

し
を
遺
憾
と
す
み
。
吾
人
は
ケ
ネ
ー
の
價
値
に
關
す
る
見
解
が
、
交
換
的
見
地
よ
り
す
る
.

の̂
と
•
坐
產
的
見
地
よ
り
す
る
も
の
と
の 

ニ
®
あ
る
こ
と
を
認
む
る
も
の
で
は
あ
る
が
，(

『

三
田
學
兪
_

』

‘

第
三

：}-

三
卷
第
十
猇
所
載
拙
稿『

效
用
價
値
學
說
史
の
一
節』

八
k 

九
H

y
而
も
遂
に
彼
れ
に
於
い
て
緊
慣
値
i

Q
禁

を

認

め

得

ざ

で

I
。.

,

.:
著
.者

60
:
强
調
勢
る
が
如
:<
、
筑
_
學

派

が

裏

.'-
|
:

「

.不
坐
產
的」

と
呼
ぶ
.の
時
、
.彼
れ
等
は
■工
業
に
馨
す
る
者
が
全
然
國
富
の
増
加 

1C
參
加
す
る
こ
と
な
き
を
意
味
す
る
も
の
に
非
ざ
る
こ
.と
は
、
ヶ
ネ
ー
が

『

大
百
科
全
臀』

に
寄
せ
た
る1

千
七
百
五
十
七
年
の
ド
な 

f
i
n
s

中
に
掲
げ
ら
れ
た
る
經
濟
行
政
の
十
四
法
則
中
の
第
一
に
於
い
て「
農
業
と
異
り
、
丁
；業
上
に
費
さ
れ
た
る
勞
働
は
富
を
增
加 

す
る
こ
士
な
士 

士
說
く
盖
ハ
に
、
直
ち
に
其
の
第
.ニ
に
於
V

て「

而
養
、
そ
は
人
口
及
び
富
の
增
加
に
資
す
る
こ
と
れ
る
可
L」

と
言 

ひ
4
叉
其
の
第
五
に
於
い
て「

工
業
上
の
勞
働
は
土
地
よ
り
坐
ず
る
，收
入
を
增
加
す
る
の
結
果
を
來
し
、
而
し
.て
是
れ
に
由
つ
て
再
び

工
業
を
支
持
す
る」

と
論
じ
た
る
に
徵
し
て
も
疑
問
の
餘
地
な
き
所
で
あ
る
が
、
而
も
•
工
業
は
不
胎
な
り
と
#

す
る
の
癖
餘
り
に
甚 

し
き
に
過
ぎ
又
グ
ー
ル
ネ
ー
の
商
工
業
に
對
す
る
制
限
の
痛
罵
を
忘
却
す
る
こ
と
餘
o
に
屢
々
な
る
の
故
を
以
っ
て
、
チ
ユ
ル
ゴ
オ
其 

の
人
が
茁
農
生S

漭
を
非
雛
せ
る
こ
と
.は
本
書
の
著
者
の
說
く
所
に
依
っ
て
も
明
か
で
あ
る
。「

自
ら
兩
者
の
學
徒
を
以
っ
て
任
じ
.
彼 

れ

は

グ

丨

ル

个

編

濟

的m

利Q

原
理
よ
り
S

し
て
、
他Q

角
度
よ
り
經
S

Q
問

題

迄

れ

る

ヶ

个

と

同

様Q

結
論
に
到
费 

せ

る

こ

，
と

を

主

張

し

た

J
O (

一
 

千
七
百
六
十
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年
一
一
月
二
十
日
附
デ
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•ホ
ン
宛
書
翰
參
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v
r
e
s
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「

.~

.
弛
に
は
チ
ュ
ル
ゴ
オ
を
以
っ
て「

ケ
ネ
ー
の
最
大
の
高
^
し
と
稱
す
る
者
あ
る
も
、
而
も
、
彼
れ
を
目
し
て
純
然
た
る
重
農
學
徒
と
觀 

る
の
非
な
る
は
今
玆
に
鱗
說
す
る
の
要
を
見
ま
い
。
パ
ッV

ィ(
A
i
l
m
e

 

F01.ycarp.e 

B
a
t
b
i
e
'
k

び
レ
オ
ン
•
セ
ィ(

卜

ぎ

w
a
y
)

が
、 

チ
ュ
ル
ゴ
オ
を
以
つ
て
其
の
^:
理
を
ケ
ネ
ー
よ
り
#;
承
せ
る
_も
の
と
主
張
せ
る
に
對
し
、
ギ
ユ
ス
タ
ッ
ヴ
•
シ
エ
ルG

u
s
t
a
v
e

cn
c

h

l

) 

が
彼
れ
を
以
っ
て
グ
ー
ル
ネ
ー
の
學
徒
な
り
と
斷
言
せ
る
の
事
贤
を
擧
げ
、
掘
し
て
、
チ
ュ
ル
ゴ
オ
が
免
れ
等
兩
者
中
の
孰
れ
に
も
濫 

り
に
從
ふ
ヒ
と
な
か
り
し
と
做
す
ラ
フ
ォ
ン
0
.
卜
の
結
論
を
以
つ
て
明
か
に
最
も
滿
足
な
る
も
の
と
本
書
の
著
者
は
看
做
し 

て
ゐ
る
o G

a
H
n
,

 

p.-3.46.)。

：

你
ほ
、
吾
人
は
唯
物
論
的
機
械
的
な
る
ヶ
ネ
ー
の
價
値
論
.に
對
し
て
心
.理
學
的
、王
觀
的
な
る
チ
ュ
ル
ゴ
オ
の
其
れ
を
認
む
る
の
時
、 

後
客
の
上
に
及
ぼ
せ
る
ガ
リ
ア
一
一
及
び
グ
ラ
ス
ラ
ン
の
影
響
を
看
逃
す
こ
と
を
得
な
い
。
著
苕
デ
ー
キ
ン
氏
が
偏
へ
に
一
千
七
诌
六
十 

六
年
のr

将
察』

及
び
興
の
翌
六
十
b
苹
三
月
二
十
五
日
附
ヒ
ュ
ー
ム
宛
寄
翰
に
よ
っ
そ
チ
ュ
ル
ゴ
.オ
.の
惯
値
及
び
惯
格
論
を
窺
は
ん
と 

し
ハ
凡
そ
ー
千
七
百
六
十
九
年
の
頃
に
起
稿
せ
ち
れ
た
も
の
と
看
做
'$
る
、
其
の
未
定
稿『

價
値
及
び
貨
' ^』

を
精
丧
；せ
ら
れ
ざ
り
し
こ 

と

を

遺

憾

と

す

る

: 

•
:

广
グ
ラ
ス
.
デ
ー
キ
ン
著『

チ
ユ
ル
ゴ
オ
及
び
佛
蘭
西
ア
ン
シ
ア
ン
•
レ
ジ
I
ム』
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八
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然
し
な
が
ら
"
チ
ュ
ル
ゴ
ォ
'は
無
條
件
的
に
外
國
M
易
の
自
fi
l
s:
-
主
張
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
而
も
、
彼
れ
は
先
づ
第
一
に
其
の 

國
內
に
於
け
る
商
工
業
に
對
す
ネ
制
限
の
殷
ih
に
關
心
を
有
し
V
而
し
て
彼
れ
は
彼
れ
が
主
と
し
て
奢
侈
品
及
び
怫
蘭
西
に
於
い
て
坐 

產
せ
ら
，る
、
こ
と
，の
な
い
少
數
の
原
料
品
に
限
宛
せ
ら
れ
た
る
外
國
質
易
を
眼
中
に
®
け
る
こ
と
を
常
.に
明
か
な
ふ
し
む
る
の
事
實
を 

汴
意
サ
る
の
點
に
於
い
て
、
箸
胬
の
所
論
は
吾
人
を
し
て
.首
肯
せ
し
む
る
^

の
が
あ
る
。
藎

I
、
帮
者
の
語
を
以
つ
て
す
れ
ば
、
食
料 

及
び
迸
嬰
货
物
に
‘關
す
る
場
合
に
は
、
輸
送
费
对
常
に
岳
れ
等
の
I
の
、
價
値
に
•比
む
て
甚
し
く
高
か
る
可
く
、
斯
く
て
又
、
英
國
の 

肉

人

が

佛

蘭

西
'の
港
に
穀
物
の
如
.き
も
.の
を
齎
す
は
怫
國
.に
：.於
い
：ズ
著
し
，き
高
價
の
存
す
る
場
合
の
み
にg

ら

る

V

が
故
で
あ
る
。
加 

之
、
チ
‘

ル
ゴ
ォ
は
自
由
交
易
が
對
外
商
業
ょ
り
1
寧
ろ
國
內
商
業
1
刺
戟
す
可
'き
こ
と
を
信
じ
た
。
斯
く
し
て
彼
れ
が
主
と
し
て
念 

頭
に
遛
い
た
の
は
國
內
交
舄
殊
に
穀
物
交
易
に
樹
す
る
制
限
.の
駿
1
で
あ
つ
て
、
彼
れ
は
穀
物
交
易
の
制
限
を
攻
擊
す
る
に
當
つ
て
他 

の
場
合
に
於
け
.る
ょ
り
も
觅
ら
に
十
分
に
彼
れ
の
§

理
を
徹
底
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。(ibid., 

p. 

3
0
0
0彼
れ
を
以
つ
て
觀
れ
ば
、 

凡
そ
愚
中
の
通
は
、
' 穀
物
間
が
有
效
に
穀
物
の
供
齔
を
管
理
七
得
可
し
と
做
す
の
厝
念
で
あ
つ
た
。、
縱
令
ひ
、，，宵
吏
は
®
廉
潔
尚
の
桟 

範
で
あ
つ
た
と
し
て
も
I

斯
^Q

 
•如
き
は
過
去
の
出
來
事
に
鑑
み
て
最
も
不
當
な
る
假
-H
で
あ
つ
た——

、
彼
れ
等
は
嘗
つ
て
經
濟 

屯
活
の
複
雜
性
を
把
搌
せ
ん
み
期
す
る
こ
と
を
得
な
か
つ
た
、
彼
れ
等
は
膂
つ
て
請
要
を
翦
定
し
、
若
し
く
は
供
給
令
兑
積
.る
こ
と
を 

得
な
か
つ
た
。
又
、
彼
れ
等
は
嘗
づ
てI

定
時
に
於
い
で
價
格
シ
決
宛
す
か
參
數
の
働
因
を
估
料
す
る
こ
と
を
得
な
か
つ
た
。
彼
れ
等 

の
舀
山
に
使
用
し
得
る
掘
金
は
，常
に
不
充
分
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
？
藍
し
、
有
效
に
穀
物
^
取
引
す
る
が
爲
め
に
は
、
國
家
の
正
常
な 

る
所
得
ょ
り
も
十
俏
も
大
な
る
资
本
の
蓄
積
を
务
し
た
が
爲
め
で
あ
る
。
チ
ュ
ル
ゴ
オ
は
問
ふ
•
.

「

放
任
せ
ら
る
、
な
ら
ば
、
自
動
的
な 

る
可
き
姆
程
ゼ
树
故
に
規
制
せ
ん
と
企
：0
る
か
。「

^

眺
の
.懷
«
:
:
_
:
思
;0
赏
、
：：勞
働
の
; «
播
，
人
0
ひ
：增

進

は

總

べ

て

:
皆

緊

密

に

連

結
 

せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
赴
れ
等
の
も
の
は
適
合
の
自
然
的
經
路
に
從
っ
、て
自
か
&
均
衡
を
得
る
の
.で
あ
る
、
而
し
て
這
般
の
適
合
は
商
業
及

び
競
爭
が
金
然
自
由
な
る
の
時
に
常
に
設
记
せ
ら
れ
る」

と
。(

I

.、pp. 

3
0
5
-
3
0
6
0
0

チ

ユ
ル
ゴ
オ‘Q

議

が

、
彼
れ
に
し
て
若
し
之
れ
を
完
全
に
遂
行
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
な
ら
ば
、
果
し
て
能
く
舊
政
體
の
破
產
を 

な
b
す
I

得
た
か
如
何
か
は
馨
困
雛
な
る
問
題
で
あ
る
。

一
千
七
百
七
十
翠
十
月
士
U
R
、
彼
れ
は
穀
物
交
易
に
對
す
る
制
限 

を

想

しV
、

穀
物
を
し
て
佛
國
を
通
じ
て
自
⑴

に

流

通

艺

め

ん

こ

と

备

し

た

。
然
し
な
が
ら
、
這

怒

藥

は

直

ち

に

®
商
主 

義
f

l

交
I

t

茗

間

に

小

冊

子

f

展
開
せ」

め
た
る
の
み
な
ら
ず
、
S

年

运

霞

は

墓

'

^
つ
た
が
、
價
格
は
速
か 

に
腦
貴
を
始
め
、
冬
期
の
末
に
赴
く
に

連

れ

て

.
民

衆

の

叫

喊

起
り
、
•終
に
は
各
地
に
雲

を

惹

甚

す

に

至

つ
た
。
吾
人
は
今
、
デ
丨 

キ
ン
氏
の
赞
作
に
ょ
？

當
時
の
社
會
愤
勢
と
彼
れ
の
.環
境
を
ょ
り
明
ら
な
ら
か
し
め
ら
れ
た
る
後
に
於
い
て
も
猶
ほ「

チ

ノ

コ

オ 

は
I

こ
し
て
減
實
な
る
人
で
は
彼
れ
は
世
間
と
人
性
と
を
熟
知
し
て

I

い」
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